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開店と同時に多くのお客さまでにぎわう地元ＪＡと全農が共同運営する直売所「とれたて元気市 となりの
農家店」（５面）

令
和
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６
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号
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６
０
０
号
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っ
た

営
農
情
報
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グ
リ
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ン
レ
ポ
ー
ト
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（
２
面
）

全
農
が
協
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す
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全
農
親
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農
業
体
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ツ
ア
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理
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な
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食
農
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援
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イ
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面
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号
発
行
（
耕
種
総
合
対
策
部
）

岩手、宮城のマラソン大会で
焼き餅配布（米穀部）

全自動で空中散布するドローンに
高い関心（福岡県本部）

「食農応援」、「田んぼの生きもの調査」
 ツイッター開始（広報・調査部）

労働力支援、共同購入トラクターを
農業白書で紹介（大分県本部、耕種資材部）

ＪＡズームイン（ＪＡ秋田なまはげ）

青果情勢（園芸部）

神奈川県産農産物使ったようかん
5種新発売（神奈川県部）

ＪＡタウンショップ紹介
　蔵王酪農センター（宮城県）

2面

Web版JA全農ウィークリーは
こちらから

https://www.zennoh-weekly.jp/
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全国初 広島県に地元ＪＡと全農が
共同運営する直売所オープン（広島県本部）
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Web
限定

ラジオ番組「あぐりずむWEEKEND」で
全国の農業高校生を紹介（広報・調査部）
おむすび大キャンペーンin香港
（広報・調査部）

ゴルフツアー初優勝の原英莉花選手に
国産農産物贈呈（広報・調査部）



News!

岩手、宮城のマラソン大会で焼き餅配布
国産もち米のパネル展示も行いＰＲ 米穀部

　
全
農
は
5
月
に
も
ち
米
主
産
県
の
岩
手
と
宮
城
で
開
か
れ
た
マ
ラ
ソ

ン
大
会
で
、焼
き
餅
の
試
食
配
布
と
国
産
も
ち
米
に
関
す
る
パ
ネ
ル
展

示
を
行
い
ま
し
た
。

　
宮
城
県
で
12
日
に
開
か
れ
た

「
第
29
回
仙
台
国
際
ハ
ー
フ
マ
ラ

ソ
ン
」に
は
、昨
年
に
引
き
続
き

出
展
し
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
約
1
万
3
0
0
0

人
の
ラ
ン
ナ
ー
が
杜も
り

の
都
を
疾

走
す
る
中
、
マ
ラ
ソ
ン
ゴ
ー
ル

地
点
で
地
元
産「
み
や
こ
が
ね

も
ち
」を
使
用
し
た
5
0
0
0

個
の
焼
き
餅
と
2
0
0
0
個
の

お
こ
わ
お
に
ぎ
り
を
配
布
。長
い

列
が
で
き
る
中
、
予
定
時
間
内

に
全
量
配
布
を
終
え
ま
し

た
。

　
一
方
、岩
手
県
で
19
日
に

開
か
れ
た「
2
0
1
9
ス
ポ

ニ
チ
い
わ
て
奥
州
き
ら
め

き
マ
ラ
ソ
ン
」に
も
昨
年
に

引
き
続
き
出
展
し
ま
し
た
。

　

約
5
0
0
0
人
の
ラ
ン

ナ
ー
が
奥
州
路
を
疾
走
す

る
中
、2
5
0
0
個
の
焼
き

餅
を
ラ
ン
ナ
ー
や
応
援
に

来
て
い
た
友
人
・
家
族
に

配
布
。国
産
も
ち
米
P
R
の

絶
好
の
場
と
な
り
ま
し
た
。

　

全
農
は
今
後
も
マ
ラ
ソ

ン
大
会
な
ど
で
の
試
食
配

布
や
P
R
活
動
を
通
じ
て
、

国
産
も
ち
米
の
消
費
拡
大

へ
の
取
り
組
み
を
強
化
し

て
い
き
ま
す
。

国産もち米に関するパネル展示に見入る
家族（宮城県）

好評だった焼き餅の配布（岩手県）

News!

営農情報誌『グリーンレポート』600 号発行
農業生産と農業経営に役立つ情報発信を目指して 耕種総合対策部

　
全
農
耕
種
総
合
対
策
部
が
発
行
す
る
営
農
技
術
情
報
誌『
グ
リ
ー

ン
レ
ポ
ー
ト
』は
、令
和
元
年
度
6
月
号
で
記
念
す
べ
き
6
0
0
号

を
迎
え
ま
し
た
。昭
和
60
年（
1
9
8
5
年
）9
月
1
日
の
創
刊
以
降
、

毎
月
継
続
し
て
発
行
し
て
い
ま
す
。

　
『
グ
リ
ー
ン
レ
ポ
ー
ト
』は
創

刊
当
初
、肥
料
や
農
薬
の
施
肥
・

防
除
関
連
の
記
事
が
主
体
で
し

た
が
、そ
の
後
、読
者
の
要
望
に

お
応
え
し
、
農
業
情
勢
や
生
産

技
術
・
資
材
、
生
産
現
場
の
活

動
な
ど
、
総
合
的
な
営
農
情
報

誌
に
発
展
し
て
き
ま
し
た
。
現

在
は
毎
号
7
万
2
5
0
0
部
発

行
し
、
そ
の
う
ち
7
割
以
上
に

当
た
る
5
万
5
0
0
0
部
が
担

い
手
農
家
に
配
布
さ
れ
て
お
り
、

全
農
と
担
い
手
を
つ
な
ぐ
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ツ
ー
ル
と

し
て
、
活
用
が
期
待
さ
れ
て
い

ま
す
。今
後
と
も
、担
い
手
向
け

情
報
誌
と
し
て
の
さ
ら
な
る
機

能
強
化
を
図
る
た
め
、
農
業
生

産
と
農
業
経
営
に
役
立
つ
情
報

発
信
を
目
指
し
て
発
行
し
て
い

き
ま
す
の
で
、
引
き
続
き
ご
愛

読
の
ほ
ど
よ
ろ
し
く
お
願
い
し

ま
す
。

「グリーンレポート」に関するお問い合わせ先　耕種総合対策部アグリ情報室　☎03-6271-8278

『グリーンレポート』の概要

創　　刊：昭和60（1985）年9月1日

発行頻度：毎月1日発行（年間12回）

発行部数：7万2500部（令和元年5
月現在）

配 布 先：担い手、ＪＡ、県連・県本部、
農業試験場・農業改良普
及センターなど

令和元年６月号で６００号となった
『グリーンレポート』
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News!

全自動で空中散布するドローンに高い関心
土づくりのためのわらすき込みや省力化でＴＡＣスキルアップ研修会 福岡県本部

　
J
A
グ
ル
ー
プ
福
岡
担
い
手
・
営
農
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
は
5
月

28
日
、J
A
筑
前
あ
さ
く
ら
と
同
J
A
管
内
圃ほ
じ
ょ
う場
で
、T
A
C
ス
キ
ル

ア
ッ
プ
研
修
会
を
行
い
ま
し
た
。

　
研
修
会
は
、
土
づ
く
り
の
た

め
の
わ
ら
す
き
込
み
や
省
力
化

の
た
め
の
新
技
術
研
修
と
し

て
、J
A
グ
ル
ー
プ
福
岡
担
い

手
・
営
農
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
、

J
A
筑
前
あ
さ
く
ら
、
福
岡
県

本
部
農
業
機
械
課
と
農
機
メ
ー

カ
ー
の
連
携
で
実
現
し
ま
し
た
。

当
日
は
、
福
岡
県
内
J
A
、
福

岡
県
本
部
、J
A
福
岡
中
央
会
、

福
岡
県
、普
及
セ
ン
タ
ー
、農
機

メ
ー
カ
ー
関
係
者
約
70
人
が
参

加
し
、
ド
ロ
ー
ン
と
わ
ら
す
き

込
み
の
座
学
研
修
を
行
っ
た
後
、

圃
場
で
実
演
会
を
行
い
ま
し
た
。

ド
ロ
ー
ン
に
つ
い
て
は
、
手
動

ド
ロ
ー
ン
と
全
自
動
ド
ロ
ー
ン

計
３
機
種
の
実
演
が
行
わ
れ
、

特
に
全
自
動
で
空
中
散
布
が
完

了
す
る「
ナ
イ
ル
ワ
ー
ク
ス
ド

ロ
ー
ン
」に
つ
い
て
は
、ス
マ
ー

ト
農
業
に
よ
る
省
力
化
の
最
先

端
技
術
と
し
て
参
加
者
の
関
心

も
高
く
、
多
く
の
質
問
が
寄
せ

ら
れ
て
い
ま
し
た
。

高い関心を集めたドローンの実演

JA筑前あさくらでドローンとわらすき込みの座学研修

News!

フォロー・いいね・シェアなどをお願いします 広報・調査部

　
広
報
・
調
査
部
は
食
農
応
援
と
田
ん
ぼ
の
生
き
も
の
調
査
の
取
り
組

み
を
紹
介
す
る
ツ
イ
ッ
タ
ー
ア
カ
ウ
ン
ト
の
運
用
を
新
た
に
始
め
ま
し

た
。こ
れ
で
広
報
・
調
査
部
が
運
営
す
る
ツ
イ
ッ

タ
ー
は
先
行
す
る「
全
農
広
報
部　
ス
ポ
ー
ツ

応
援
」を
含
め
三
つ
と
な
り
ま
す
。ぜ
ひ
各
ペ
ー

ジ
へ
の
フ
ォ
ロ
ー
・
い
い
ね
・
シ
ェ
ア
な
ど
を

お
願
い
し
ま
す
。

「全農広報部 食農応援」
ツイッター

「全農広報部 田んぼの生きもの調査」
ツイッター

食農教育と国産農畜産物の消
費の拡大を目的に、全農が協賛
する全農親子農業体験ツアー
や、料理教室などの様子を発信
していきます。

田んぼを通じた環境教育を目的
に、全農が協賛する「田んぼの生
きもの調査」の様子や、全国の田
んぼの生きもの調査参加者の投
稿情報などを発信していきます。

「スポーツ応援」
ツイッターは
こちらから

「食農応援」、「田んぼの生きもの調査」ツイッター開始
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ＪＡ秋田なまはげ
（秋田県）

概要 平成 31年 3 月 31日現在

正組合員数　　　　 　　   9172人
准組合員数　　　　 　 1万2767人
職員数                       454人
販売品取扱高            83億1千万円
購買品取扱高          39億8千万円
貯金残高  　         1340億3千万円
長期共済保有高    3319億3千万円
主な農産物　　　米、大豆、菊、ダリア、
　　　　　エダマメ、ネギ、和梨、メロン

産
地
と
消
費
地
が
近
い
こ
と
生
か
し

「
な
ま
は
げ
」
ブ
ラ
ン
ド
で
活
性
化

エ
ダ
マ
メ
を
そ
の
日
の
う
ち
に

小
売
店
の
店
頭
に
並
べ
て
限
定

販
売
す
る「
今
朝
採
り
た
て
の
枝

豆
」事
業
に
も
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。鮮
度
が
命
の
エ
ダ
マ
メ
を
新

鮮
な
う
ち
に
食
卓
に
届
け
る
こ

と
が
で
き
る
た
め
、消
費
者
か
ら

は
味
や
香
り
が
い
い
と
好
評
。管

内
各
地
の
ス
ー
パ
ー
で
は
、売
り

切
れ
が
相
次
ぐ
ほ
ど
で
す
。

　
J
A
で
は
農
家
の
負
担
軽
減

と
作
業
効
率
の
向
上
の
た
め
、

共
同
選
果
施
設
を
整
備
。
エ
ダ

マ
メ
の
栽
培
は
徐
々
に
拡
大
し
、

平
成
30
年
10
月
に
は
販
売
額
が

ポ
ー
ト
と
協
定
を
結
び
、「
な
ま

は
げ
の
畑
」応
援
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

事
業
を
始
め
ま
し
た
。
管
内
の

ス
ー
パ
ー
に
J
A
の
コ
ー
ナ
ー

を
設
け
、
専
用
P
O
P
と
共
に

管
内
産
の
農
産
物
を
ま
と
め
て

陳
列
。管
内
消
費
者
へ
の
地
場
産

品
の
P
R
を
強
化
し
、
地
産
地

消
の
拡
大
と
販
売
額
の
向
上
に

つ
な
げ
て
い
ま
す
。

　
農
村
部
と
消
費
地
が
近
い
こ

と
を
生
か
し
、早
朝
に
収
穫
し
た

校
が
夏
の
甲
子
園
秋
田
代
表

に
決
定
し
た
際
に
は
、J
A
が

管
内
産
の「
あ
き
た
こ
ま
ち
」

1
0
0
㌔
と
特
産
の「
わ
か
み

メ
ロ
ン
」50
人
分
を
贈
呈
。同
校

野
球
部
を
激
励
し
ま
し
た
。

　
J
A
は
こ
れ
か
ら
も
都
市
農

村
の
食
を
支
え
る
と
共
に
、
農

業
に
よ
る
地
域
振
興
に
努
め
て

い
き
ま
す
。

青森県

岩手県

秋田県

山形県

　
J
A
秋
田
な
ま
は
げ
は
秋
田

県
の
沿
岸
中
央
部
に
位
置
す
る

秋
田
市
、男
鹿
市
、潟
上
市
天
王

地
区
が
エ
リ
ア
で
す
。

　
J
A
は
平
成
30
年
7
月
に

株
式
会
社
あ
き
た
ベ
ジ
フ
ル
サ

1
億
円
を
超
え
ま
し
た
。管
内
で

は
販
売
額
が
1
億
円
を
超
え
る

品
目
が
徐
々
に
増
え
、J
A
は

さ
ら
な
る
生
産
振
興
に
励
ん
で

い
ま
す
。

　

東
北
三
大
夏
祭
り
の「
秋
田

竿
燈
ま
つ
り
」な
ど
、管
内
の
行

事
に
J
A
職
員
が
積
極
的
に
参

加
し
て
い
ま
す
。ま
た
、地
元
住

民
や
観
光
客
が
多
く
訪
れ
る
秋

田
市
中
心
部
の「
あ
ぐ
り
ん
な

か
い
ち
」な
ど
J
A
の
農
産
物

直
売
所
で
は
、「
秋
田
竿
燈
ま
つ

り
」や
花
火
行
事「
千
秋
花
火
」

な
ど
の
イ
ベ
ン
ト
に
合
わ
せ
て

さ
ま
ざ
ま
な
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を

展
開
し
、
地
域
の
さ
ら
な
る
活

性
化
を
図
っ
て
い
ま
す
。

　
昨
年
夏
に
県
立
金
足
農
業
高

JA
 Z

ennoh W
eekly

J
A
ズ
ー
ム
イ
ン

ＪＡマークの「竿燈」を掲げる
職員

管内スーパーの「ＪＡ秋田なまはげ」コーナー

金足農高の渡辺勉校長（右から２人目）へ米を
贈る京極芳郎組合長（右端）

ス
ー
パ
ー
に
J
A
コ
ー
ナ
ー

地
場
産
野
菜
の
P
R
強
化

エ
ダ
マ
メ
が
初
の
1
億
円
達
成

新
鮮
な「
朝
採
り
」が
好
評

J
A
職
員
が
地
域
行
事
へ

積
極
的
に
参
加
し
活
性
化
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流
通
情
報

（園芸部）

　６月は、出荷の中心が関東から東北・高冷地に切り替わっていく時期となり
ます。

　キャベツは、千葉・愛知が終盤を迎え、群馬や茨城が出荷の中心となります。群馬や茨
城は前年が大幅に生育前進していましたが、今年は平年並みの出荷量となる見込みです。
　ハクサイは、茨城から長野などに切り替わります。茨城が終盤を迎え、後続の長野・群
馬はやや生育が遅れており昨年をやや下回る出回り見込みです。６月下旬にはまとまった
出荷量となってくるでしょう。
　レタスは長野と群馬が中心の出荷となります。茨城・九州の切り上がりは早まっており
ます。長野・群馬は適度な降雨のため品質良好で生育順調です。６月の出荷量は豊作だっ
た前年並みを見込みます。
　ダイコンは、千葉などから青森・北海道に切り替わります。千葉産は平年よりも早く切
り上がりとなりますが、後続の青森は４月の冷え込みから生育遅れがみられます。出荷
量は端境から前年よりやや少ないものの、平年並みの出荷量となる見込みです。
　ニンジンは、千葉などから青森と北海道に切り替わります。千葉は前進傾向であるもの
の、太りも良く生育は良好。青森と北海道も平年並みの作柄を見込むため、前年並みの出
荷量を見込みます。
　トマトは西南暖地が終盤を迎え、関東・東北産地からの出荷が中心となります。西南暖
地は樹勢良く、終盤ですが潤沢な出荷見込みです。今年は前年をやや上回る出荷量とな
る見込みです。
　キュウリは、関東産地から東北産地中心の出荷に切り替わります。東北産は無加温作の
増加から、６月は昨年をやや上回る見込みです。出荷量は好天により豊作であった前年並
みを見込みます。
　ナスは、高知や九州産地が中心の出荷となります。西南暖地からの出荷は前進傾向と
なり、関東産は月末から増量となるでしょう。出荷量は前年並みを見込みます。

　キャベツ、レタスなどの春物野菜中心の売り場構成になっています。気温の
上昇に伴い、サラダ商材の売り場も拡大しています。

関東や準高冷地が出荷の中心

野  菜 果  実

　6月は、スイカ、メロンなどのウリ類に加えて、ハウスミカン、ビワ、
オウトウ、桃、ブドウなど、夏果実の出荷が本格化し、国産果実の品目

数が増えてくる時期となります。
　スイカは、千葉・熊本・鳥取などが中心の出荷となります。熊本産は前進出荷
傾向でしたが、千葉・鳥取産はやや遅い生育となっています。肥大は良好で、出
荷量は前年並みかやや少ない見込みです。
　メロンは、茨城・千葉など関東産が中心の出荷となります。各品種とも肥大は
良好で、栽培面積は減少傾向ですが、出荷量はおおむね前年並みを見込みます。
　ハウスミカンは、佐賀・愛知などが中心の出荷となります。生育は順調で、出
荷量は前年並みの見込みです。
　オウトウは、山形が中心の出荷となります。生育は前年より遅れており、「佐藤
錦」は6月10日頃から、「紅秀峰」は月末から出荷が始まる見込みです。出荷量は
前年をやや下回る見込みです。
　ビワは、長崎・千葉が中心の出荷となります。主産地の長崎が前進出荷傾向に
より５月が出荷のピークとなったため、６月は前年を下回る出荷量となる見込み
です。
　桃は、山梨が中心の出荷となります。生育は前年よりやや遅れており、ハウス
物が中旬くらいまで出回り、その後露地物の極早生品種の出荷が始まる見込み
です。６月の出荷量は前年を下回る見込みです。
　ブドウ類は、「デラウェア」が中心の出荷となります。島根・山梨・大阪の出荷
は順調で山形も生育は遅れ気味ですが下旬から出荷開始となります。ハウス物は

「シャインマスカット」の生産量は昨年より増加、「巨峰」や「ピオーネ」は減少傾向
となっています。ブドウ全体の出荷量はおおむね前年並みを見込みます。

　国産果実の品目数量が増えてくる時期ということもあり、売り場も
華やかになってきます。週替わりで、さまざまな品目の催事・セール

スが行われます。

　5月は、トマト・ミニトマト、レタス、イチゴ、ブロッコリー、夏秋ピーマンの主産県が一堂
に会し、作況見通しや販売対策の共有化、消費拡大の進め方について協議しました。今後も主
産県による情報交換会などを定期的に開催し、出荷情報や販売情報の共有を図ります。

夏の果実が本格化

青 果 情 勢

200

0

250

300

350

400

450

500

550
東京都中央卸売市場 国産果実価格

340

180

200

220

240

260

0

280

300
320

東京都中央卸売市場 国産野菜価格

平成29年5月～30年4月

平成30年5月～31年4月

平成29年5月～30年4月

平成30年5月～31年4月

12月 1月 2月 3月 4月5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月

12月 1月 2月 3月 4月5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月

200

0

250

300

350

400

450

500

550
東京都中央卸売市場 国産果実価格

340

180

200

220

240

260

0

280

300
320

東京都中央卸売市場 国産野菜価格

平成29年5月～30年4月

平成30年5月～31年4月

平成29年5月～30年4月

平成30年5月～31年4月

12月 1月 2月 3月 4月5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月

12月 1月 2月 3月 4月5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月

7 2019 6.10 vol.887



発行／全国農業協同組合連合会　2019年（令和元年）6月10日発行（毎週月曜日発行）
第3283号　編集・発行人／広報・調査部　落合成年　
〒100̶6832 東京都千代田区大手町1丁目3番１号ＪＡビル  ＴＥＬ03（6271）8055

※本誌を通じていただいた注文などで取得した個人情報は、商品等の発送にのみ使用します。

ＪＡ全農のインターネット
ショッピングモール

　ご紹介するのは、宮城県の蔵王山麓の新鮮な生乳から造られる
ナチュラルチーズです。
　蔵王チーズの中でも人気のクリームチーズとおつまみに最適な熟
成チーズを組み合わせました。クリーミースプレッドバニラは、クリーム
チーズにバニラビーンズを入れて甘く仕上げたスイーツのようなおい
しさです。
　蔵王酪農センターは、蔵王連峰の麓、宮城県蔵王町で酪農と乳製
品の製造をしています。牧場には１３０頭ほどの乳牛がいて、毎日生乳
の生産を行っています。チーズ工場では「蔵王チーズ」のブランドでナ
チュラルチーズを中心にいろいろな乳製品を製造しており、ナチュラル
チーズに関しては、地域ブランドの国産ナチュラルチーズの先駆けとし
て約40年の歴史を持っています。
　ご自宅用やギフトにぜひ、ご利用ください。

蔵王チーズ詰合せ（５個入り）……3742円

蔵王酪農センター（宮城県）

JA全農提供FM番組（TOKYO FM／JFN38局）
毎週（月）～（金）6:30～6:35全国一斉生放送！
今朝の日本農業新聞の記事とJAの役員インタビューをお届けします！

JAタウンは
こちらから

　県内４ＪＡ（かながわ西湘・よこすか葉山・湘南・い
せはら）と連携し商品開発したもので、各ＪＡの特産
農産物である「湘南ゴールド」「くりまさり」「こだわり
かぼちゃ」「伊勢原ぶどう」「足柄茶」の果汁や
ピューレをふんだんに使用した５種類のようかんが
セットになっています。
　商品開発を担当した県本部のプロジェクト推進課
はこれまでも、規格外品などの新たな活用に取り組ん
できましたが、複数のＪＡと協力して一つの商品を開
発するのは今回が初の試みで、県産農産物のブラン
ド力や認知度の向上につながることを期待します。
　担当者は「今後もＪＡと一体となって県産農産物を
生かした商品開発に取り組んでいきたい」と意気込
みを見せています。
　参考売価は１０８０円（税込み）。県内各ＪＡ直売所
などで購入できます。

県内４ＪＡと初の共同開発で誕生した「かながわづくし 
彩りようかん」
1本55gと食べ切りやすいサイズに仕上げました

神奈川県本部は、新商品「かながわづくし 彩りようかん」の販売をゴールデンウィークから順次開始しました。

県内４ＪＡと初の共同開発

神奈川県産農産物を使用した
５種類のようかん新発売 【神奈川県本部】

クーポントピックス ポイント

スマホアプリを公開中
JA全農のイベントや新商品に関する最新情報が
さらに充実！ 作動環境：スマートフォン iOS８以上　Ａndroid4.3以上

「食と農」の情報を広く消費者へ！
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開店と同時に多くのお客さまでにぎわう地元ＪＡと全農が共同運営する直売所「とれたて元気市 となりの
農家店」（５面）
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岩手、宮城のマラソン大会で
焼き餅配布（米穀部）

全自動で空中散布するドローンに
高い関心（福岡県本部）

「食農応援」、「田んぼの生きもの調査」
 ツイッター開始（広報・調査部）

労働力支援、共同購入トラクターを
農業白書で紹介（大分県本部、耕種資材部）

ＪＡズームイン（ＪＡ秋田なまはげ）

青果情勢（園芸部）

神奈川県産農産物使ったようかん
5種新発売（神奈川県部）

ＪＡタウンショップ紹介
　蔵王酪農センター（宮城県）

2面

Web版JA全農ウィークリーは
こちらから

https://www.zennoh-weekly.jp/

8

全国初 広島県に地元ＪＡと全農が
共同運営する直売所オープン（広島県本部）

7

6

2

3

5
面

4

Web
限定

ラジオ番組「あぐりずむWEEKEND」で
全国の農業高校生を紹介（広報・調査部）
おむすび大キャンペーンin香港
（広報・調査部）

ゴルフツアー初優勝の原英莉花選手に
国産農産物贈呈（広報・調査部）
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